地域密着型サービス運営推進会議記録（第　6　回）

	施設名
	グループホーム花乃苑

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護

	開催日時
	令和　8年　1月　9日　　13時30分　～　14時

	会場
	グループホーム　花乃苑　羽ノ浦

	[bookmark: _Hlk518036454]参加者
	利用者代表
	1人

	
	利用者家族代表
	０人

	
	民生員
	０人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	0人

	
	他事業所
	2人

	
	有識者
	1人

	[bookmark: _Hlk518036340]
	事業者
	１人



	報告事項
	1． 現状報告　
a）認知症対応型共同生活介護利用者（R8.2/9現在）

男性1名　女性17名　　合計18名
利用者平均年齢　87.8歳（75～96歳）
　　
　《要介護別》　要介護１（2名）要介護２（6名）　要介護３（5名）
　　　　　　　　要介護４（3名）要介護５（2名）　申請中（0名）

　　b）入・退居者　
　　　　
　　　　1/19　退居　要介護4　男性　93歳　施設での看取り
　　　　2/1　入居 　要介護1　女性　85歳　在宅より
　　　　




　　　　　　　　
２．活動内容（12月～2月）
　　誕生会、ドライブ、散歩、豆まき
　　　
３．事故・ヒヤリハット報告（12月～2月）
　　ヒヤリハット　3件発生
　　　転倒したがケガには至らなかった
　　転倒事故　1件発生
　　　夜間、清室内で転倒し骨折　1件
　　離設　1件発生
　　　デイ利用者が居室窓から外に出て歩いている所を発見。ケガ等なし　
　　　　　　　　　　　　　　　　
４．講義:「介護保険制度の最新情報」
　　講師:　㈱人とくらしラボ　川畑　誠志　様
　　
５．その他
　・1月職員研修（外部）チームあたみん“個別避難計画の取り組みについて”
　　　　　　　（外部）阿南市集団指導“身体拘束について”
　　　　　　　（内部）“倫理および法定遵守に関する研修”
・2月職員研修（内部）“身体拘束・権利擁護・高齢者虐待防止に関する研修（2回目）”


	議題①
	「講義　介護保険制度の最新情報について」
　今後の高齢化の推移について、大都市圏では高齢者が増加するが、地方では高齢者数が減少傾向にあり、すでに入居施設の空床が目立ち始めている。福祉事業所は“社会資源”としての公共性とサービスを継続していくための適正な人材や利益の確保も重要となる。令和8年度の法改正では介護職員の処遇改善が行われるとのこと。ただし、算定要件の一部には生産性向上推進体制加算を算定していることが条件となる。

（会議出席者から出た意見）
・現在、生産性向上加算を算定していない。規模の小さい施設なので補助があったとしても高額なICT機器を導入することが容易ではない。
・介護職員の処遇改善は人材確保や離職を防ぐためには大切であるが、算定要件がクリアできず、なかなか満額をいただくことは難しい。
・様々な算定要件をクリアする必要がある加算制ではなく、基本単位数は増えないのか
・段々と人材確保が難しくなってきているが、人員配置が緩和されることはないのか
・グループホームでも看取り介護を希望する方が増えてきている。訪問看護を利用できることが分かって良かった

	
	

	その他


	・次回の運営推進会議開催は4月中旬の予定




